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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　同一の幅の用紙が６枚重ねられて、６枚の前記同一の幅の用紙の上端部で綴じられ、前
記６枚の用紙のそれぞれは前記上端部と他の部分の間にミシン目が入っていて、相互に切
り離し可能とされ、
　手前から１枚目の用紙は、前記上端部の下部に所定の領域を有する第１段部を有し、前
記第１段部には１月の暦が配置され、
　手前から２枚目の用紙は、前記上端部の下部で、前記１枚目の用紙の前記第１段部に相
当する部分に前記第１段部と略同一の大きさの領域を有する第２上段部と、前記第２上段
部の下部に前記第２上段部と略同一の大きさの領域を有する第２中段部とを有し、前記第
２上段部及び前記第２中段部の間に切り離し用ミシン目が入っていて、相互に切り離し可
能とされ、前記第２上段部に４月の暦が配置され、前記第２中段部に２月の暦が配置され
、前記第２中段部の下部に用紙が存在しない場合と存在する場合があり、用紙が存在する
ときは、ここに所定の領域を有する第２下段部が存在し、前記第２中段部及び前記第２下
段部の間に切り離し用ミシン目が入っていて、相互に切り離し可能とされ、
　手前から３枚目の用紙は、前記上端部の下部で、前記２枚目の用紙の前記第２上段部に
相当する部分に前記第２上段部と略同一の大きさの領域を有する第３上段部と、前記第３
上段部の下部で、前記２枚目の用紙の前記第２中段部に相当する部分に前記第２中段部と
略同一の大きさの領域を有する第３中段部と、前記第３中段部の下部に所定の領域を有す
る第３下段部とを有し、前記第３上段部、前記第３中段部、前記第３下段部の間に切り離
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し用ミシン目が入っていて、相互に切り離し可能とされ、前記第３上段部に７月の暦が配
置され、前記第３中段部に５月の暦が配置され、前記第３下段部に３月の暦が配置され、
　手前から４枚目の用紙は、前記上端部の下部で、前記３枚目の用紙の前記第３上段部に
相当する部分に前記第３上段部と略同一の大きさの領域を有する第４上段部と、前記第４
上段部の下部で、前記３枚目の用紙の前記第３中段部に相当する部分に前記第３中段部と
略同一の大きさの領域を有する第４中段部と、前記第４中段部の下部で、前記３枚目の用
紙の前記第３下段部に相当する部分に前記第３下段部と略同一の大きさの領域を有する第
４下段部とを有し、前記第４上段部、前記第４中段部、前記第４下段部の間に切り離し用
ミシン目が入っていて、相互に切り離し可能とされ、前記第４上段部に１０月の暦が配置
され、前記第４中段部に８月の暦が配置され、前記第４下段部に６月の暦が配置され、
　手前から５枚目の用紙は、前記上端部の下部で、前記４枚目の用紙の前記第４中段部に
相当する部分に前記第４中段部と略同一の大きさの領域を有する第５中段部と、前記第５
中段部の下部で、前記４枚目の用紙の前記第４下段部に相当する部分に前記第４下段部と
略同一の大きさの領域を有する第５下段部とを有し、前記第５中段部及び前記第５下段部
の間に切り離し用ミシン目が入っていて、相互に切り離し可能とされ、前記第５中段部に
１１月の暦が配置され、前記第５下段部に９月の暦が配置され、
　手前から６枚目の用紙は、前記上端部の下部で、前記５枚目の用紙の前記第５下段部に
相当する部分に前記第５下段部と略同一の大きさの領域を有する第６下段部とを有し、前
記第６下段部に１２月の暦が配置されるように、
　配列したカレンダー。
【請求項２】
　前記上端部と前記第５中段部の間に、前記４枚目の用紙の前記第４上段部に相当する部
分に前記第４上段部と略同一の大きさの領域を有する第５上段部を有し、前記第５上段部
に次年の１月の暦が配置される請求項１に記載のカレンダー。
【請求項３】
　前記上端部の下部に、前記５枚目の用紙の前記第５中段部に相当する部分に前記第５中
段部と略同一の大きさの領域を有する第６中段部を有し、前記第６中段部に次年の２月の
暦が配置される請求項１及び２に記載のカレンダー。
【請求項４】
　各用紙に配置されている暦は、１箇月が複数行で表示される請求項１から３までのいず
れかに記載のカレンダー。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、カレンダーに関し、特に３箇月分又はそれ以上の月の暦を一度に表示するこ
とができるカレンダーに関する。
【背景技術】
【０００２】
　これまで様々なカレンダーが開発され、実用化されている。実用化されたカレンダーの
中には、複数箇月分の暦を一度に表示することができ、過ぎた月の暦を切り離すことで常
に最新の複数箇月分の暦を一度に表示することができるカレンダーが多数存在する。この
ようなカレンダーの先行技術文献として、下記の特許文献１及び２が存在する。
　なお、本願の文中に記載がある「上」及び「下」という方向を示す語は、カレンダーが
壁に架けられて略垂直な使用状態での方向を示しているものである。
【０００３】
　下記の特許文献１には、１、４、７、１０月の暦がそれぞれ記載されている４枚の用紙
を、若い月の暦が手前になるように重ねて綴じた第１部と、２、５、８、１１月の暦がそ
れぞれ記載されている４枚の用紙を、若い月の暦が手前になるように重ねて綴じた第２部
と、３、６、９、１２月の暦がそれぞれ記載されている４枚の用紙を、若い月の暦が手前
になるように重ねて綴じた第３部とが、第１部、第２部、第３部の順で台紙に上から張り
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付けられているように配されているカレンダーについての記載がある。なお、それぞれの
用紙には、暦が記載されている部分との間に、相互に切り離し可能なミシン目が入ってい
て、また、それぞれの用紙の大きさは同一である。
【０００４】
　下記の特許文献２には、同一の大きさの用紙が４枚重ねられて、それぞれの用紙には左
半分側を上下方向に略同一の大きさの領域を三つ有し、それぞれの領域は切り離し用ミシ
ン目が入っていて、相互に切り離し可能とされ、それぞれの用紙の各領域には用紙の上か
ら順に月の暦が配置されるカレンダーについての記載がある。
【０００５】
　また、図７～図１１に、複数箇月を表示するカレンダーの他の従来例を示す。図７～図
９は複数箇月を表示する従来のカレンダーを構成する用紙が綴じられる前の状態例を示し
、図１０及び図１１は図７～図９のカレンダーの使用例を示す。なお、従来のカレンダー
全体を図１０及び図１１では、参照符号１で示している。
【０００６】
　複数箇月を表示する従来のカレンダー１は、図７～図９に示されるような、表紙を配置
した用紙１０とそれぞれの用紙に３箇月分の暦を配置した５枚の用紙２０～６０とを重ね
合わせ、重ね合わせた６枚の用紙１０～６０は、その上端部１１Ｄ、２１Ｄ、３１Ｄ、４
１Ｄ、５１Ｄ、６１Ｄで綴じられ、５枚の用紙１０～５０のそれぞれには、上端部１１Ｄ
、２１Ｄ、３１Ｄ、４１Ｄ、５１Ｄと他の部分の間にミシン目１３Ａ、２３Ａ、３３Ａ、
４３Ａ、５３Ａが入っていて、相互に切り離し可能とされ、４枚の用紙２０～５０のそれ
ぞれに配置されている暦は１箇月分ごとに切り離せるようにミシン目を施したものである
。なお、用紙１０には上端部１１Ｄを除いた部分の領域１１Ａに表紙が配置され（図７の
左側を参照）、用紙２０には、上端部２１Ｄを除いた部分に上から略同一の大きさで配さ
れている上段部２１Ａ、中段部２１Ｂ、下段部２１Ｃに上から３月、２月、１月の暦が配
置され（図７の右側を参照）、用紙３０には、上端部３１Ｄを除いた部分に上から略同一
の大きさで配されている上段部３１Ａ、中段部３１Ｂ、下段部３１Ｃに上から６月、５月
、４月の暦が配置され（図８の左側を参照）、用紙４０には、上端部４１Ｄを除いた部分
に上から略同一の大きさで配されている上段部４１Ａ、中段部４１Ｂ、下段部４１Ｃに上
から９月、８月、７月の暦が配置され（図８の右側を参照）、用紙５０には、上端部５１
Ｄを除いた部分に上から略同一の大きさで配されている上段部５１Ａ、中段部５１Ｂ、下
段部５１Ｃに上から１２月、１１月、１０月の暦が配置され（図９の左側を参照）、用紙
６０には、上端部６１Ｄを除いた部分に上から略同一の大きさで配されている上段部６１
Ａ、中段部６１Ｂ、下段部６１Ｃに上から次年の３月、２月、１月の暦が配置されている
（図９の右側を参照）。上段部２１Ａ及び中段部２１Ｂと、中段部２１Ｂ及び下段部２１
Ｃと、上段部３１Ａ及び中段部３１Ｂと、中段部３１Ｂ及び下段部３１Ｃと、上段部４１
Ａ及び中段部４１Ｂと、中段部４１Ｂ及び下段部４１Ｃと、上段部５１Ａ及び中段部５１
Ｂと、中段部５１Ｂ及び下段部５１Ｃとの間には、相互に切り離し可能なミシン目２３Ｂ
、２３Ｃ、３３Ｂ、３３Ｃ、４３Ｂ、４３Ｃ、５３Ｂ、５３Ｃがある。
【０００７】
　従来の複数箇月を表示するカレンダー１の使用例を、図１０及び図１１を参照して説明
する。なお、図１０は時間の経過により、カレンダーの使用状態を左から右へと推移して
示しており、図１１は図１０の続きで、同様に左から右へと推移して示している。まず、
表紙が配置されている領域１１Ａを上端部１１Ｄからミシン目１３Ａに沿って切り離すこ
とで、１～３月の暦が下から順に配置されている用紙２０が現れる（図１０を参照）。１
月が経過した場合、１月の暦が配置された下段部２１Ｃをミシン目２３Ｃに沿って切り離
して、次の用紙２０の４月の暦が配置された下段部３１Ｃが現れることで、下から４月、
２月、３月の並びで表示される（図１１の左側を参照）。２月が経過した場合、２月の暦
が配置された中段部２１Ｂをミシン目２３Ｂに沿って切り離して、次の用紙３０の５月の
暦が配置された中段部３１Ｂが現れることで、下から４月、５月、３月の並びで表示され
る（図１１の真ん中を参照）。３月が経過した場合、３月の暦が配置された上段部２１Ａ
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をミシン目２３Ａに沿って切り離して、次の用紙３０の６月の暦が配置された上段部３１
Ａが現れることで、下から４月、５月、６月の並びで表示される（図１１の右側を参照）
。４月が経過した場合、４月の暦が配置された下段部３１Ｃをミシン目３３Ｃに沿って切
り離して、次の用紙４０の７月の暦が配置された下段部４１Ｃが現れることで、下から７
月、５月、６月の並びで表示される。
　このように、カレンダー１を使用した場合、経過した月の暦を順に切り離すことにより
、常に２箇月先までの暦を１度に表示することができる。
【０００８】
　ところで、特許文献１に開示されたカレンダーの構成は、１、４、７、１０月の暦がそ
れぞれ記載されている４枚の用紙を、若い月の暦が手前になるように重ねて綴じた第１部
と、２、５、８、１１月の暦がそれぞれ記載されている４枚の用紙を、若い月の暦が手前
になるように重ねて綴じた第２部と、３、６、９、１２月の暦がそれぞれ記載されている
４枚の用紙を、若い月の暦が手前になるように重ねて綴じた第３部とが、上から第１部、
第２部、第３部の順に台紙上に配置されるようになっている。すなわち、カレンダー製作
工程において、暦が記載されている各用紙を所定の配置で重ねて綴じ、それぞれ綴じたも
のを所定の位置に配置するという煩雑な製作工程になってしまい、カレンダー製作におけ
る多大な負担となっている。
【０００９】
　また、特許文献２に開示されたカレンダーの構成は、同一の大きさの用紙が４枚重ねら
れて、それぞれの用紙には左半分側を上下方向に略同一の大きさの領域を３つ有し、それ
ぞれの領域は切り離し用ミシン目が入っていて、相互に切り離し可能とされ、それぞれの
用紙の各領域には用紙の上から順に月の暦が配置されるようになっている。すなわち、過
ぎた月の暦が配置されている領域を切り離すには、上、下、側面にあるミシン目を綺麗に
切り離す綿密な作業が行う必要があるため、カレンダーの使用者にとって多大な負担とな
っている。
【００１０】
　このように、上記の特許文献１及び２に記載の構成は、カレンダー製作者及び使用者に
とって多大な負担となっているが、かかる負担を解消した他の従来のカレンダーとして、
図７～図１１に示すようなカレンダー１がある。
【００１１】
　上述したように、カレンダー１は、表紙を配置した用紙１０とそれぞれの用紙に３箇月
分の暦を配置した５枚の用紙２０～６０とを重ね合わせ、重ね合わせた６枚の用紙１０～
６０は、その上端部１１Ｄ、２１Ｄ、３１Ｄ、４１Ｄ、５１Ｄ、６１Ｄで綴じられ、５枚
の用紙１０～５０のそれぞれには、上端部１１Ｄ、２１Ｄ、３１Ｄ、４１Ｄ、５１Ｄと他
の部分の間にミシン目１３Ａ、２３Ａ、３３Ａ、４３Ａ、５３Ａが入っていて、相互に切
り離し可能とされ、４枚の用紙２０～５０のそれぞれに配置されている暦は１箇月分ごと
に切り離せるようにミシン目を施したものである。すなわち、カレンダー１は１枚の用紙
に３箇月分の暦を配置した用紙２０～６０の５枚を重ね合わせているため、特許文献１に
記載の発明のように、暦が記載されている各用紙を所定の配置で重ねて綴じ、それぞれ綴
じたものを所定の位置に配置するという煩雑な製作工程を行う必要がない。また、カレン
ダー１では、過ぎた月の暦が配置された領域を切り離す場合、過ぎた月の暦が配置された
領域の上側にあるミシン目のみを相互に切り離せばよいため、特許文献２に記載の発明の
ように、過ぎた月の暦が配置された領域の上、下、側面にあるミシン目を綺麗に切り離す
綿密な作業を行う必要がない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１２】
【特許文献１】実開昭５２－１２９３５２号公報（第３図）
【特許文献２】実開昭５４－１９０５２号公報（３ページ１７行目～４ページ１３行目、
第４図～第７図）
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　しかしながら、上述したカレンダー１で一度に表示される３箇月分の暦の表示状態は、
下から上に向かって、１月、２月、３月の順、４月、２月、３月の順、４月、５月、３月
の順、４月、５月、６月の順、７月、５月、６月の順、７月、８月、６月の順、７月、８
月、９月の順、１０月、８月、９月の順、１０月、１１月、９月の順、１０月、１１月、
１２月の順となっている。すなわち、カレンダー１で一度に表示される３箇月分の暦の表
示状態において、カレンダーの使用者は、ある月と次の月を順次見ていくとき、各月の配
列に起因して、部分的に月の暦を上から下の順に見るという行為を行っているものの、月
の暦を下から上の順に見るという行為を圧倒的に多く行っている。すなわち、下から上の
順に見ざるを得ない頻度が極めて高くなっている。
【００１４】
　このような月の暦を下から上の順に見るという行為は、縦書きの文を上から下に読んで
いく行為に慣れているカレンダーの使用者にとって、視認性が悪く、また、カレンダーの
見た目の印象に違和感を感ずるという問題がある。
【００１５】
　本発明はかかる点に鑑みてなされたものであり、上記の技術的な課題を解決し、カレン
ダーの使用者の視認性をよくし、かつ、意匠的にも優れたカレンダーを提供することを目
的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　上記課題を解決するために、本発明のカレンダーは、６枚の用紙が重ね合わされ、その
上端部で綴じられ、手前から１枚目の用紙には１月の暦のみが配置され、手前から２枚目
の用紙には、１枚目の用紙の１月の暦に相当する部分に４月の暦が配置され、４月の暦の
下部に２月の暦が配置され、２月の暦の下部に用紙が存在しない形とされ、あるいは、２
月の暦の下部に所定の領域を有する用紙が存在する場合は、使用時にその部分が切り離し
可能である形とされ、手前から３枚目の用紙には、２枚目の用紙の４月の暦に相当する部
分に７月の暦が配置され、７月の暦の下部に５月、３月の暦が順に配置され、手前から４
枚目の用紙には、３枚目の用紙の７月の暦に相当する部分に１０月の暦が配置され、１０
月の暦の下部に８月、６月の暦が順に配置され、手前から５枚目の用紙には、４枚目の用
紙の８月の暦に相当する部分に１１月の暦が配置され、１１月の暦の下部に９月の暦が配
置され、手前から６枚目の用紙には、５枚目の用紙の９月の暦に相当する部分に１２月の
暦が配置されるよう構成されている。
【００１７】
　すなわち、本発明によれば、同一の幅の用紙が６枚重ねられて、６枚の前記同一の幅の
用紙の上端部で綴じられ、前記６枚の用紙のそれぞれは前記上端部と他の部分の間にミシ
ン目が入っていて、相互に切り離し可能とされ、
　手前から１枚目の用紙は、前記上端部の下部に所定の領域を有する第１段部を有し、前
記第１段部には１月の暦が配置され、
　手前から２枚目の用紙は、前記上端部の下部で、前記１枚目の用紙の前記第１段部に相
当する部分に前記第１段部と略同一の大きさの領域を有する第２上段部と、前記第２上段
部の下部に前記第２上段部と略同一の大きさの領域を有する第２中段部とを有し、前記第
２上段部及び前記第２中段部の間に切り離し用ミシン目が入っていて、相互に切り離し可
能とされ、前記第２上段部に４月の暦が配置され、前記第２中段部に２月の暦が配置され
、前記第２中段部の下部に用紙が存在しない場合と存在する場合があり、用紙が存在する
ときは、ここに所定の領域を有する第２下段部が存在し、前記第２中段部及び前記第２下
段部の間に切り離し用ミシン目が入っていて、相互に切り離し可能とされ、
　手前から３枚目の用紙は、前記上端部の下部で、前記２枚目の用紙の前記第２上段部に
相当する部分に前記第２上段部と略同一の大きさの領域を有する第３上段部と、前記第３
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上段部の下部で、前記２枚目の用紙の前記第２中段部に相当する部分に前記第２中段部と
略同一の大きさの領域を有する第３中段部と、前記第３中段部の下部に所定の領域を有す
る第３下段部とを有し、前記第３上段部、前記第３中段部、前記第３下段部の間に切り離
し用ミシン目が入っていて、相互に切り離し可能とされ、前記第３上段部に７月の暦が配
置され、前記第３中段部に５月の暦が配置され、前記第３下段部に３月の暦が配置され、
　手前から４枚目の用紙は、前記上端部の下部で、前記３枚目の用紙の前記第３上段部に
相当する部分に前記第３上段部と略同一の大きさの領域を有する第４上段部と、前記第４
上段部の下部で、前記３枚目の用紙の前記第３中段部に相当する部分に前記第３中段部と
略同一の大きさの領域を有する第４中段部と、前記第４中段部の下部で、前記３枚目の用
紙の前記第３下段部に相当する部分に前記第３下段部と略同一の大きさの領域を有する第
４下段部とを有し、前記第４上段部、前記第４中段部、前記第４下段部の間に切り離し用
ミシン目が入っていて、相互に切り離し可能とされ、前記第４上段部に１０月の暦が配置
され、前記第４中段部に８月の暦が配置され、前記第４下段部に６月の暦が配置され、
　手前から５枚目の用紙は、前記上端部の下部で、前記４枚目の用紙の前記第４中段部に
相当する部分に前記第４中段部と略同一の大きさの領域を有する第５中段部と、前記第５
中段部の下部で、前記４枚目の用紙の前記第４下段部に相当する部分に前記第４下段部と
略同一の大きさの領域を有する第５下段部とを有し、前記第５中段部及び前記第５下段部
の間に切り離し用ミシン目が入っていて、相互に切り離し可能とされ、前記第５中段部に
１１月の暦が配置され、前記第５下段部に９月の暦が配置され、
　手前から６枚目の用紙は、前記上端部の下部で、前記５枚目の用紙の前記第５下段部に
相当する部分に前記第５下段部と略同一の大きさの領域を有する第６下段部とを有し、前
記第６下段部に１２月の暦が配置されるように、
　配列したカレンダーが提供される。
【００１８】
　また、前記上端部と前記第５中段部の間に、前記４枚目の用紙の前記第４上段部に相当
する部分に前記第４上段部と略同一の大きさの領域を有する第５上段部を有し、前記第５
上段部に次年の１月の暦が配置されることは、本発明の好ましい態様である。
【００１９】
　また、前記上端部の下部に、前記５枚目の用紙の前記第５中段部に相当する部分に前記
第５中段部と略同一の大きさの領域を有する第６中段部を有し、前記第６中段部に次年の
２月の暦が配置されることは、本発明の好ましい態様である。
【００２０】
　また、各用紙に配置されている暦は、１箇月が複数行で表示されることは、本発明の好
ましい態様である。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明により、カレンダーの使用者が月の暦を上から下の順に見るという行為の頻度が
極めて高いカレンダーとなるため、カレンダーの使用者の視認性がよくなり、かつ、カレ
ンダーの見た目の印象の違和感が少なくなるという効果を奏する。
　また、手前から２枚目の用紙では、２月の暦の下部に用紙が不要なため、紙資源を削減
させることができるという効果も奏する。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】本発明の第１の実施形態によるカレンダーを構成する用紙の１枚目（１ページ）
の用紙１１０及び２枚目（２ページ）の用紙１２０の状態例を示す説明図である。
【図２】本発明の第１の実施形態によるカレンダーを構成する用紙の３枚目（３ページ）
の用紙１３０及び４枚目（４ページ）の用紙１４０の状態例を示す説明図である。
【図３】本発明の第１の実施形態によるカレンダーを構成する用紙の５枚目（５ページ）
の用紙１５０及び６枚目（６ページ）の用紙１６０の状態例を示す説明図である。
【図４】本発明の第１の実施形態によるカレンダーの使用例を示す説明図である。
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【図５】本発明の第１の実施形態によるカレンダーの使用例で、図４の続きを示す説明図
である。
【図６】本発明の第２の実施形態によるカレンダーを構成する用紙の２枚目（２ページ）
の用紙１２００の状態例を示す説明図である。
【図７】複数箇月を表示する従来のカレンダーを構成する用紙の１枚目（１ページ）の用
紙１０及び２枚目（２ページ）の用紙２０の状態を示す説明図である。
【図８】複数箇月を表示する従来のカレンダーを構成する用紙の３枚目（３ページ）の用
紙３０及び４枚目（４ページ）の用紙４０の状態を示す説明図である。
【図９】複数箇月を表示する従来のカレンダーを構成する用紙の５枚目（５ページ）の用
紙５０及び６枚目（６ページ）の用紙６０の状態を示す説明図である。
【図１０】複数箇月を表示する従来のカレンダーの使用例を示す説明図である。
【図１１】複数箇月を表示する従来のカレンダーの使用例で、図１０の続きを示す説明図
である。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　以下に、本発明のカレンダーの第１の実施形態及び第２の実施形態について、それぞれ
説明する。
＜第１の実施形態＞
　以下、本発明の第１の実施形態について、図１～図５を参照して説明する。図１～図３
は、複数箇月を表示する本発明のカレンダーの第１の実施形態を構成する用紙が綴じられ
る前の状態例を示し、図４及び図５は図１～図３のカレンダーの使用例を示す。
【００２４】
　まず、複数箇月を表示する本発明のカレンダー１００を構成する各用紙を、図１～図３
を用いて説明する。
　まず、本発明のカレンダー１００は、６枚の用紙１１０～１６０を重ね合わせ、重ね合
わせた用紙１１０～１６０の６枚は６枚の用紙１１０～１６０の上端部１１１Ｄ、１２１
Ｄ、１３１Ｄ、１４１Ｄ、１５１Ｄ、１６１Ｄで綴じられ、５枚の用紙１１０～１５０の
それぞれには上端部１１１Ｄ、１２１Ｄ、１３１Ｄ、１４１Ｄ、１５１Ｄと他の部分の間
にミシン目１１３Ａ、１２３Ａ、１３３Ａ、１４３Ａ、１５３Ａが入っていて、相互に切
り離し可能とされ、５枚の用紙１１０～１５０のそれぞれに配置されている暦は１箇月分
ごとに切り離せるようにミシン目を施したものである。
【００２５】
　本発明のカレンダー１００を構成する６枚の用紙１１０～１６０のそれぞれについて説
明する。
　カレンダー１００の１枚目（１ページ）である用紙１１０は、図１の左側に示すように
、上端部１１１Ｄと、その上端部１１１Ｄの下部に所定の領域を有する第１段部１１１Ａ
と、第１段部１１１Ａの下部で第１段部１１１Ａと同じ横幅を持つ領域を有する第１下段
部１１１Ｂとで構成されている。第１段部１１１Ａには１月の暦１１２Ａが配置され、第
１下段部１１１Ｂには表紙が配置されている。
【００２６】
　上端部１１１Ｄ及び第１段部１１１Ａと、第１段部１１１Ａ及び第１下段部１１１Ｂの
それぞれの間には、切り離し用のミシン目１１３Ａ、１１３Ｂが入っている。
　また、第１下段部１１１Ｂに配置されている表紙には、本発明のカレンダー１００の使
用方法の説明、広告、写真などの情報を配置してもよい。また、第１下段部１１１Ｂは、
第１段部１１１Ａと同じ横幅を持つ領域としなくてもよく、どのような大きさの領域を設
定してもよい。さらに、第１下段部１１１Ｂには、何も存在しない形とすることができる
。この場合、第１下段部１１１Ｂが存在しない（用紙が不要になる）ことで、紙資源を削
減させることができるという効果を奏する。
【００２７】
　カレンダー１００の２枚目（２ページ）である用紙１２０は、図１の右側に示すように
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、上端部１２１Ｄと、その上端部１２１Ｄの下部で、１枚目の用紙１１０の第１段部１１
１Ａに相当する部分に第１段部１１１Ａと略同一の大きさの領域を有する第２上段部１２
１Ａと、第２上段部１２１Ａの下部で、第２上段部１２１Ａと略同一の大きさの領域を有
する第２中段部１２１Ｂとで構成されている。なお、第２中段部１２１Ｂは第２上段部１
２１Ａと同じ横幅としなくてもよい。
【００２８】
　第２上段部１２１Ａには４月の暦１２２Ａが配置され、第２中段部１２１Ｂには２月の
暦１２２Ｂが配置されている。上端部１２１Ｄ及び第２上段部１２１Ａと、第２上段部１
２１Ａ及び第２中段部１２１Ｂのそれぞれの間には、切り離し用のミシン目１２３Ａ、１
２３Ｂが入っている。
【００２９】
　カレンダー１００の３枚目（３ページ）である用紙１３０は、図２の左側に示すように
、上端部１３１Ｄと、その上端部１３１Ｄの下部で、２枚目の用紙１２０の第２上段部１
２１Ａに相当する部分に第２上段部１２１Ａと略同一の大きさの領域を有する第３上段部
１３１Ａと、第３上段部１３１Ａの下部で、２枚目の用紙１２０の第２中段部１２１Ｂに
相当する部分に第２中段部１２１Ｂと略同一の大きさの領域を有する第３中段部１３１Ｂ
と、第３中段部１３１Ｂの下部で、第３中段部１３１Ｂと同じ横幅を持つ領域を有する第
３下段部１３１Ｃとで構成されている。なお、第３下段部１３１Ｃは、第３中段部１３１
Ｂと同じ横幅としなくてもよい。
【００３０】
　第３上段部１３１Ａには７月の暦１３２Ａが配置され、第３中段部１３１Ｂには５月の
暦１３２Ｂが配置され、第３下段部１３１Ｃには３月の暦１３２Ｃが配置されている。上
端部１３１Ｄ及び第３上段部１３１Ａと、第３上段部１３１Ａ及び第３中段部１３１Ｂと
、第３中段部１３１Ｂ及び第３下段部１３１Ｃのそれぞれの間には、切り離し用のミシン
目１３３Ａ、１３３Ｂ、１３３Ｃが入っている。
【００３１】
　カレンダー１００の４枚目（４ページ）である用紙１４０は、図２の右側に示すように
、上端部１４１Ｄと、その上端部１４１Ｄの下部で、３枚目の用紙１３０の第３上段部１
３１Ａに相当する部分に第３上段部１３１Ａと略同一の大きさの領域を有する第４上段部
１４１Ａと、第４上段部１４１Ａの下部で、３枚目の用紙１３０の第３中段部１３１Ｂに
相当する部分に第３中段部１３１Ｂと略同一の大きさの領域を有する第４中段部１４１Ｂ
と、第４中段部１４１Ｂの下部で、３枚目の用紙１３０の第３下段部１３１Ｃに相当する
部分に第３下段部１３１Ｃと略同一の大きさの領域を有する第４下段部１４１Ｃとで構成
されている。
【００３２】
　第４上段部１４１Ａには１０月の暦１４２Ａが配置され、第４中段部１４１Ｂには８月
の暦１４２Ｂが配置され、第４下段部１４１Ｃには６月の暦１４２Ｃが配置されている。
上端部１４１Ｄ及び第４上段部１４１Ａと、第４上段部１４１Ａ及び第４中段部１４１Ｂ
と、第４中段部１４１Ｂ及び第４下段部１４１Ｃのそれぞれの間には、切り離し用のミシ
ン目１４３Ａ、１４３Ｂ、１４３Ｃが入っている。
【００３３】
　カレンダー１００の５枚目（５ページ）である用紙１５０は、図３の左側に示すように
、上端部１５１Ｄと、その上端部１５１Ｄの下部で、４枚目の用紙１４０の第４上段部１
４１Ａに相当する部分に第４上段部１４１Ａと略同一の大きさの領域を有する第５上段部
１５１Ａと、第５上段部１５１Ａの下部で、４枚目の用紙１４０の第４中段部１４１Ｂに
相当する部分に第４中段部１４１Ｂと略同一の大きさの領域を有する第５中段部１５１Ｂ
と、第５中段部１５１Ｂの下部で、４枚目の用紙１４０の第４下段部１４１Ｃに相当する
部分に第４下段部１４１Ｃと略同一の大きさの領域を有する第５下段部１５１Ｃとで構成
されている。
【００３４】
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　第５上段部１５１Ａには次年の１月の暦１５２Ａが配置され、第５中段部１５１Ｂには
１１月の暦１５２Ｂが配置され、第５下段部１５１Ｃには９月の暦１５２Ｃが配置されて
いる。上端部１５１Ｄ及び第５上段部１５１Ａと、第５上段部１５１Ａ及び第５中段部１
５１Ｂと、第５中段部１５１Ｂ及び第５下段部１５１Ｃのそれぞれの間には、切り離し用
のミシン目１５３Ａ、１５３Ｂ、１５３Ｃが入っている。なお、図３の左側に示すように
、第５上段部１５１Ａには次年の１月の暦１５２Ａを配置するようにしているが、次年の
１月の暦１５２Ａを配置しなくてもよい。また、第５上段部１５１Ａには、月の暦以外の
情報である写真や広告などを配置してもよい。
【００３５】
　カレンダー１００の６枚目（６ページ）である用紙１６０は、図３の右側に示すように
、上端部１６１Ｄの下部で、５枚目の用紙１５０の第５中段部１５１Ｂに相当する部分に
第５中段部１５１Ｂと略同一の大きさの領域を有する第６中段部１６１Ｂと、第６中段部
１６１Ｂの下部で、５枚目の用紙１５０の第５下段部１５１Ｃに相当する部分に第５下段
部１５１Ｃと略同一の大きさの領域を有する第６下段部１６１Ｃとで構成されている。
【００３６】
　第６中段部１６１Ｂには次年の２月の暦１６２Ｂが配置され、第６下段部１６１Ｃには
１２月の暦１６２Ｃが配置されている。なお、図３の右側に示すように、第６中段部１６
１Ｂには次年の２月の暦１６２Ｂを配置するようにしているが、次年の２月の暦１６２Ｂ
を配置しなくてもよい。また、上端部１６１Ｄと第６下段部１６１Ｃの間（第６中段部１
６１Ｂを含む）には、月の暦以外の情報である写真や広告などを配置してもよい。
【００３７】
　次に、第１実施形態での本発明のカレンダー１００の使用例を、図４及び図５を参照し
て説明する。なお、図４は時間の経過により、カレンダーの使用状態を左から右へと推移
して示しており、図５は図４の続きで、同様に左から右へと推移して示している。
【００３８】
　図４の左側に示すように、本発明のカレンダー１００の使用前の状態を示している。ま
ず、カレンダー１００の１枚目の用紙１１０の第１下段部１１１Ｂをミシン目１１３Ｂに
沿って第１段部１１１Ａから切り離す。第１下段部１１１Ｂを切り離すことで、２枚目の
用紙１２０の第２中段部１２１Ｂと、３枚目の用紙１３０の第３下段部１３１Ｃとが現れ
る。すなわち、上から１月、２月、３月の並びで表示される（図４の右側を参照）。
【００３９】
　１月が経過した場合、１月の暦１１２Ａが配置された第１段部１１１Ａをミシン目１１
３Ａに沿って切り離して、２枚目の用紙１２０の４月の暦１２２Ａが配置された第２上段
部１２１Ａが現れることで、上から４月、２月、３月の並びで表示される（図５の左側を
参照）。２月が経過した場合、２月の暦１２２Ｂが配置された第２中段部１２１Ｂをミシ
ン目１２３Ｂに沿って切り離して、３枚目の用紙１３０にある、５月の暦１３２Ｂが配置
された第３中段部１３１Ｂが現れることで、上から４月、５月、３月の並びで表示される
（図５の中央の図面を参照）。３月が経過した場合、３月の暦１３２Ｃが配置された第３
下段部１３１Ｃをミシン目１３３Ｃに沿って切り離して、４枚目の用紙１４０の６月の暦
１４２Ｃが配置された第４下段部１４１Ｃが現れることで、上から４月、５月、６月の並
びで表示される（図５の右側を参照）。４月が経過した場合、４月の暦１２２Ａが配置さ
れた第２上段部１２１Ａをミシン目１２３Ａに沿って切り離して、３枚目の用紙１３０の
７月の暦１３２Ａが配置された第３上段部１３１Ａが現れることで、上から７月、５月、
６月の並びで表示される。
【００４０】
　なお、上述した実施形態では月の暦を配置するとしているが、これは、用紙に各月の暦
を印刷することや、各月の暦を印刷した１箇月分の紙片を用紙に貼り付けることなどであ
る。
　また、用紙１１０の第１下段部１１１Ｂと４枚の用紙１３０～１６０のそれぞれの第３
～６下段部１３１Ｃ～１６１Ｃの下部に、所定の領域を設けてもよい。その所定の領域に
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は、月の暦以外の情報である写真や広告などを配置してもよい。
【００４１】
　また、上述した第１の実施形態では、常に２箇月先までの暦を１度に表示することとし
ているが、１度に表示するのは３箇月以上であってもよい。
　例えば、３箇月先までの暦を１度に表示する構成の一例は、以下のとおりである。
【００４２】
　同一の幅の用紙が６枚重ねられて、６枚の前記同一の幅の用紙の上端部で綴じられ、前
記６枚の用紙のそれぞれは前記上端部と他の部分の間にミシン目が入っていて、相互に切
り離し可能とされ、
　手前から１枚目の用紙は、前記上端部の下部に所定の領域を有する第１段部を有し、前
記第１段部には１月の暦が配置され、
　手前から２枚目の用紙は、前記上端部の下部で、前記１枚目の用紙の前記第１段部に相
当する部分に前記第１段部と略同一の大きさの領域を有する第２上段部と、前記第２上段
部の下部に前記第２上段部と略同一の大きさの領域を有する第２中段部とを有し、前記第
２上段部及び前記第２中段部の間に切り離し用ミシン目が入っていて、相互に切り離し可
能とされ、前記第２上段部に５月の暦が配置され、前記第２下段部に２月の暦が配置され
、前記第２中段部の下部に用紙が存在しない場合と存在する場合があり、用紙が存在する
ときは、ここに所定の領域を有する第２下段部が存在し、前記第２中段部及び前記第２下
段部の間に切り離し用ミシン目が入っていて、相互に切り離し可能とされ、
　手前から３枚目の用紙は、前記上端部の下部で、前記２枚目の用紙の前記第２上段部に
相当する部分に前記第２上段部と略同一の大きさの領域を有する第３上段部と、前記第３
上段部の下部で、前記２枚目の用紙の前記第２下段部に相当する部分に前記第２下段部と
略同一の大きさの領域を有する第３中段部と、前記第３中段部の下部に所定の領域を有す
る第３下段部とを有し、前記第３上段部、前記第３中段部、前記第３下段部の間に切り離
し用ミシン目が入っていて、相互に切り離し可能とされ、前記第３上段部に９月の暦が配
置され、前記第３中段部に６月の暦が配置され、前記第３下段部に３月の暦が配置され、
　手前から４枚目の用紙は、前記上端部の下部で、前記３枚目の用紙の前記第３中段部に
相当する部分に前記第３中段部と略同一の大きさの領域を有する第４中上段部と、前記第
４中上段部の下部で、前記３枚目の用紙の前記第３下段部に相当する部分に前記第３下段
部と略同一の大きさの領域を有する第４中下段部と、前記第４中下段部の下部に所定の領
域を有する第４下段部とを有し、前記第４中上段部、前記第４中下段部、前記第４下段部
の間に切り離し用ミシン目が入っていて、相互に切り離し可能とされ、前記第４中上段部
に１０月の暦が配置され、前記第４中下段部に７月の暦が配置され、前記第４下段部に４
月の暦が配置され、
　手前から５枚目の用紙は、前記上端部の下部で、前記４枚目の用紙の前記第４中下段部
に相当する部分に前記第４中下段部と略同一の大きさの領域を有する第５中下段部と、前
記第５中下段部の下部で、前記４枚目の用紙の前記第４下段部に相当する部分に前記第４
下段部と略同一の大きさの領域を有する第５下段部とを有し、前記第５中下段部及び前記
第５下段部の間に切り離し用ミシン目が入っていて、相互に切り離し可能とされ、前記第
５中下段部に１１月の暦が配置され、前記第５下段部に８月の暦が配置され、
　手前から６枚目の用紙は、前記上端部の下部で、前記５枚目の用紙の前記第５下段部に
相当する部分に前記第５下段部と略同一の大きさの領域を有する第６下段部とを有し、前
記第６下段部に１２月の暦が配置されるように、
　配列したカレンダー。
【００４３】
　また、上述した第１の実施形態では、カレンダー１００を構成する用紙は６枚としてい
るが、６枚以上であってもよい。
　例えば、本発明のカレンダーがＮ枚（Ｎ≧６）で構成されている場合の一例は、以下の
とおりである。なお、Ｎは整数である。
【００４４】
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　同一の幅の用紙がＮ（Ｎ≧６、Ｎは整数）枚重ねられて、Ｎ枚の前記同一の幅の用紙の
上端部で綴じられ、前記６枚の用紙のそれぞれは前記上端部と他の部分の間にミシン目が
入っていて、相互に切り離し可能とされ、
　手前から１枚目の用紙は、前記上端部の下部に所定の領域を有する第１段部を有し、前
記第１段部には１月の暦が配置され、
　手前から２枚目の用紙は、前記上端部の下部で、前記１枚目の用紙の前記第１段部に相
当する部分に前記第１段部と略同一の大きさの領域を有する第２上段部と、前記第２上段
部の下部に前記第２上段部と略同一の大きさの領域を有する第２中段部とを有し、前記第
２上段部及び前記第２中段部の間に切り離し用ミシン目が入っていて、相互に切り離し可
能とされ、前記第２上段部に４月の暦が配置され、前記第２下段部に２月の暦が配置され
、前記第２中段部の下部に用紙が存在しない場合と存在する場合があり、用紙が存在する
ときは、ここに所定の領域を有する第２下段部が存在し、前記第２中段部及び前記第２下
段部の間に切り離し用ミシン目が入っていて、相互に切り離し可能とされ、
　手前から３枚目の用紙は、前記上端部の下部で、前記２枚目の用紙の前記第２上段部に
相当する部分に前記第２上段部と略同一の大きさの領域を有する第３上段部と、前記第３
上段部の下部で、前記２枚目の用紙の前記第２下段部に相当する部分に前記第２下段部と
略同一の大きさの領域を有する第３中段部と、前記第３中段部の下部に所定の領域を有す
る第３下段部とを有し、前記第３上段部、前記第３中段部、前記第３下段部の間に切り離
し用ミシン目が入っていて、相互に切り離し可能とされ、前記第３上段部に７月の暦が配
置され、前記第３中段部に５月の暦が配置され、前記第３下段部に３月の暦が配置され、
　手前から４枚目から（Ｎ－２）枚目までのそれぞれの用紙には、前記上端部の下部で、
当該用紙の１つ上の用紙の上段部に相当する部分に当該用紙の１つ上の用紙の上段部と略
同一の大きさの領域を有する上段部と、前記上段部の下部で、当該用紙の１つ上の用紙の
中段部に相当する部分に当該用紙の１つ上の用紙の中段部と略同一の大きさの領域を有す
る中段部と、前記中段部の下部で、当該用紙の１つ上の用紙の下段部に相当する部分に当
該用紙の１つ上の用紙の下段部と略同一の大きさの領域を有する下段部とを有し、前記上
段部、前記中段部、前記下段部の間に切り離し用ミシン目が入っていて、相互に切り離し
可能とされ、当該用紙の前記上段部に１つ上の用紙の上段部に記載された月から３箇月先
の月の暦が配置され、当該用紙の前記中段部に当該用紙の前記上段部に記載された月から
２箇月前の月の暦が配置され、当該用紙の前記下段部に当該用紙の前記中段部に記載され
た月から２箇月前の月の暦が配置され、
　手前から（Ｎ－１）枚目の用紙は、前記上端部の下部で、（Ｎ－２）枚目の用紙の中段
部に相当する部分に（Ｎ－２）枚目の用紙の中段部と略同一の大きさの領域を有する第（
Ｎ－１）中段部と、前記第（Ｎ－１）中段部の下部で、（Ｎ－２）枚目の用紙の下段部に
相当する部分に（Ｎ－２）枚目の用紙の下段部と略同一の大きさの領域を有する第（Ｎ－
１）下段部とを有し、前記第（Ｎ－１）中段部及び前記第（Ｎ－１）下段部の間に切り離
し用ミシン目が入っていて、相互に切り離し可能とされ、当該用紙の前記第（Ｎ－１）中
段部に１つ上の用紙の中段部に記載された月から３箇月先の月の暦が配置され、当該用紙
の前記第（Ｎ－１）下段部に当該用紙の前記中段部に記載された月から２箇月前の月の暦
が配置され、
　手前からＮ枚目の用紙は、前記上端部の下部で、前記（Ｎ－１）枚目の用紙の第（Ｎ－
１）下段部に相当する部分に前記（Ｎ－１）枚目の用紙の第（Ｎ－１）下段部と略同一の
大きさの領域を有する第Ｎ下段部とを有し、当該用紙の前記第Ｎ下段部に（Ｎ－１）枚目
の用紙の前記第（Ｎ－１）下段部に記載された月から３箇月先の月の暦が配置されるよう
に、
　配列したカレンダー。
【００４５】
　以上説明したように、本発明は、カレンダーの使用者が月の暦を上から下の順に見ると
いう行為の頻度が極めて高いカレンダーとなるため、カレンダーの使用者の視認性がよく
なり、かつ、カレンダーの見た目の印象の違和感が少なくなるという効果を奏する。
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　また、手前から２枚目の用紙では、２月の暦の下部に用紙が不要なため、紙資源を削減
させることができるという効果も奏する。
【００４６】
＜第２の実施形態＞
　以下、本発明の第２の実施形態について説明する。
　第２の実施形態は、上述した第１の実施形態との間に、手前から２枚目の用紙１２０の
第２中段部１２１Ｂの下部に用紙が存在する点が相違する。すなわち、第２の実施形態は
、手前から２枚目の用紙１２０の第２中段部１２１Ｂの下部にある用紙以外の説明は、第
１の実施形態の構成及び使用方法と同じである。そのため、ここでは、第２中段部１２１
Ｂの下部に用紙が存在する用紙について説明する。なお、第２の実施形態における第２中
段部１２１Ｂの下部の用紙以外の部分については、第１の実施形態と同様の構成であり、
第１の実施形態で使用した符号と同一の符号が用いられている。また、第２の実施形態の
第２中段部１２１Ｂの下部の用紙以外の構成及び使用方法は、第１の実施形態と同様であ
るので、説明は省略する。
【００４７】
　第２の実施形態における２枚目（２ページ）である用紙１７０の構成は、図６を参照し
て説明する。用紙１７０は、上端部１２１Ｄと、その上端部１２１Ｄの下部で、１枚目の
用紙１１０の第１段部１１１Ａに相当する部分に第１段部１１１Ａと略同一の大きさの領
域を有する第２上段部１２１Ａと、第２上段部１２１Ａの下部で、第２上段部１２１Ａと
略同一の大きさの領域を有する第２中段部１２１Ｂと、第２中段部１２１Ｂと同じ横幅を
持つ領域を有する第２下段部１２１Ｃとで構成されている。なお、第２下段部１２１Ｃは
第２中段部１２１Ｂと同じ横幅としなくてもよい。
【００４８】
　第２上段部１２１Ａには４月の暦１２２Ａが配置され、第２中段部１２１Ｂには２月の
暦１２２Ｂが配置され、第２下段部１２１Ｃには白紙が配置されている。上端部１２１Ｄ
及び第２上段部１２１Ａと、第２上段部１２１Ａ及び第２中段部１２１Ｂと、第２中段部
１２１Ｂ及び第２下段部１２１Ｃとのそれぞれの間には、切り離し用のミシン目１２３Ａ
、１２３Ｂ、１２３Ｃが入っている。
　なお、第２下段部１２１Ｃは、図６に示すように白紙としているが、「ご使用前に、本
用紙を切り取り線に沿って切り離してください。」などの文、広告、写真などの情報を配
置してもよい。
【００４９】
　第２の実施形態での本発明のカレンダー１００の使用方法は、まず、カレンダー１００
の使用前に、カレンダーの使用者が手前から２枚目の用紙１７０の第２下段部１２１Ｃを
ミシン目１２３Ｃに沿って切り離す作業を行う。それ以後の使用方法は、第１の実施形態
と同じであるため、省略する。
　なお、第２下段部１２１Ｃの切り離し作業は、カレンダーの製作会社で行ってよい。そ
の場合、切り離し作業終了後のカレンダーは、第１の実施形態で説明したものと実質的に
同一となる。
【００５０】
　以上説明したように、第２の実施形態では、カレンダー１００の使用前に、カレンダー
の使用者が手前から２枚目の用紙１７０の第２下段部１２１Ｃをミシン目１２３Ｃに沿っ
て切り離す作業をカレンダーの使用前に行うことの違いはあるが、第２の実施形態での本
発明のカレンダーは、第１の実施形態と同様に、カレンダーの使用者が月の暦を上から下
の順に見るという行為の頻度が極めて高いカレンダーとなるため、カレンダーの使用者の
視認性がよくなり、かつ、カレンダーの見た目の印象の違和感が少なくなるという効果を
奏する。
【産業上の利用可能性】
【００５１】
　したがって、本発明は、３箇月又はそれ以上の月の暦を一度に表示できることができる
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において好適に利用可能である。
【符号の説明】
【００５２】
　１、１００　カレンダー
　１０、２０、３０、４０、５０、６０、１１０、１２０、１３０、１４０、１５０、１
６０　１７０　用紙
　１１Ａ　領域
　１１Ｄ、２１Ｄ、３１Ｄ、４１Ｄ、５１Ｄ、６１Ｄ、１１１Ｄ、１２１Ｄ、１３１Ｄ、
１４１Ｄ、１５１Ｄ、１６１Ｄ　上端部
　１３Ａ、２３Ａ、２３Ｂ、２３Ｃ、３３Ａ、３３Ｂ、３３Ｃ、４３Ａ、４３Ｂ、４３Ｃ
、５３Ａ、５３Ｂ、５３Ｃ、１１３Ａ、１１３Ｂ、１２３Ａ、１２３Ｂ、１２３Ｃ、１３
３Ａ、１３３Ｂ、１３３Ｃ、１４３Ａ、１４３Ｂ、１４３Ｃ、１５３Ａ、１５３Ｂ、１５
３Ｃ　ミシン目
　２１Ａ、３１Ａ、４１Ａ、５１Ａ、６１Ａ　上段部
　２１Ｂ、３１Ｂ、４１Ｂ、５１Ｂ、６１Ｂ　中段部
　２１Ｃ、３１Ｃ、４１Ｃ、５１Ｃ、６１Ｃ　下段部
　１１１Ａ　第１段部
　１１１Ｂ　第１下段部
　１１２Ａ　１月の暦
　１２１Ａ　第２上段部
　１２１Ｂ　第２中段部
　１２１Ｃ　第２下段部
　１２２Ａ　４月の暦
　１２２Ｂ　２月の暦
　１３１Ａ　第３上段部
　１３１Ｂ　第３中段部
　１３１Ｃ　第３下段部
　１３２Ａ　７月の暦
　１３２Ｂ　５月の暦
　１３２Ｃ　３月の暦
　１４１Ａ　第４上段部
　１４１Ｂ　第４中段部
　１４１Ｃ　第４下段部
　１４２Ａ　１０月の暦
　１４２Ｂ　８月の暦
　１４２Ｃ　６月の暦
　１５１Ａ　第５上段部
　１５１Ｂ　第５中段部
　１５１Ｃ　第５下段部
　１５２Ａ　次年の１月の暦
　１５２Ｂ　１１月の暦
　１５２Ｃ　９月の暦
　１６１Ｂ　第６中段部
　１６１Ｃ　第６下段部
　１６２Ｂ　次年の２月の暦
　１６２Ｃ　１２月の暦
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